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実践報告

自閉症 ス ペ ク トラム 障害児 に お ける 3 語文での 報告指導 と伝達機能の 評価

河 南　佐和呼
“ 一野 呂　文行

＊ ＊

　本研 究で は、 自閉症ス ペ ク トラ ム 障害の 男児 1 名を対象に 、 3 語文に よ る機能的な

報告言語行動の 指導手続 きに関す る検討 を行 っ た 。 対象児は 聞 き手か ら 「見て きて 教

えて 」 と い う指示 を受け 、 動画視聴場面 まで 移動 し聞 き手の もとで動画の 内容 を報告

する行動が指導された 。 報告言語行動の指導後に、新規な聞き手 ・刺激内容な らび に

延長 された報告距離で の 般化が測定された 。 また報告言語行動の 伝達機能を評価す る

た め に 、 聞 き手が フ ィ
ー ドバ ッ クを返さない 条件が導入 され た 。 さ らに指導終了 5 ヶ

月後に指導効果の 維持が 測定され た 。 本研究の 指導の 結果、3 語文に よる報告言語行

動の 指導効果が般化とともに維持に お い て も示さ れた。また、聞 き手に対する注意喚

起行動 （リペ ア ）が 自発的に生 起した 。 さ らに直接指導 をして い ない他者へ の 注意共

有行動 も示 された 。 本研究の 結果は 、 伝達機能 を伴 っ た報告言語行動 の 促進 に対する

指導手続 きの 有効性 と い う観点か ら考察が なされた 。

キー ・ワ ー ド ：自閉症ス ペ ク トラ ム 障害　報告言語行動　注意喚起行動　伝達機能

1．問題 と目的

　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動の 質的 な 障害 は、

自閉症ス ペ ク トラ ム 障 害の 中核 的障害の ひ と

つ で ある （DSM −IV−TR ；American　Psychiatric

Association， 2000；Wing ＆ Gould ， 1979）。 特に、

要求機能と比較 して 叙述的機能を有する コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン （差し出 しや命名、叙述 な ど）の

発達の 遅れ が顕著で ある こ とが指摘 され て い る

（Wetherby＆ Prutting，1984）。 自閉症 ス ベ ク ト

ラ ム 障害児へ の 支援 アプ ロ ー
チ の ひ とつ で ある

応用行動分析学の 領域で は、要求機能を有する

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 指導に関する研 究知見は数

多 くある （藤金，2001）。

一
方で 、叙述 的機能

を有す る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ス キル の 指導につ

い て は十 分に研究が行わ れ て い ない と い う現状

が ある。前言語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 段階で は 、

＊
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様々 な共同注意の 指導が試み られ て お り、 叙述

的機能を もつ 共同注意 につ い て も研究 されて い

る （例 えば Taylor＆ Hoch
，
2008）。 しか し、 音

声言 語 の 表出が 見 られ る 発 達段 階 に なる と、

QOL の 観点か ら機能的 な要求言語 に注 目され

や す く　（藤金，2001）、叙述 的機能の 言語 に つ

い て は命 名に留 ま っ て い る （例 えば Sundberg，

Endicott，＆ Eigenheer，　2000）。

　行動分析学で は 、 叙述的機 能の 有する言語行

動の ひ とつ として 、 報告言語行動を位置づ けて

い る （伏見 ， 1997）。 報告言語行動は 、 「環境事

象の 中の 特定の 事物や 出来事を弁別刺激と して

生起 し 、 承認 、 賞賛 、 お礼な どの 社会的強化や

般用条件性強化 に よっ て増加」す る行動 （井上 ，

2001）の うち 、 時 間的 ・空間的に離 れた位置に

い る 聞き手に伝達する行動 （Naoi ，
　 Yokoyama ，

＆ Yamamoto
， 2007） と して 捉 え られ て い る。

報告言語行動は 、 例 えば 、 学校で の 様子 を家庭

に い る母親 に伝 える な ど、日常生活 で の コ ミ ュ
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ニ ケーシ ョ ン の ニ ーズを考えた場合で も重 要な

行動で ある とい える 。 また 、 見聞 きした情報を

報告する こ とが で きれ ば、そ の 内容か ら子 ども

の 関心事や経験等を推測する こ とが で き、子 ど

もを理解する
一

助に な り得る と考え られ る 。 し

た が っ て 、 叙述 的機能を有す る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 指導方法 を検討する こ とは 、 自閉症ス

ペ ク トラム 障害児の 支援 を考えた場合に、非常

に重要 で あると考 えられる。

　報告言語行動にお い て は、要求言語行動 と比

較 して、ど の よ うな文構造を用 い るかが 重要で

ある と考え られ る。要求言語行動の 場合 に は、

話 し手が 要求対象物を入手する ことが コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン の 目的 となる の で 、 1 語文で あ っ て

も （ある い は非音声的手段で あ っ て も）、 その 目

的が充足 されれ ば 十分で ある。一
方で報告言語

行動は、情報 を聞 き手に伝 達す る こ とを目的と

した 言語行動であ る。単語等の 1語文 レ ベ ル で

情報伝達が可能な内容 もあるが 、 その 情報量 は

限定的なもの となる 。 ど の よ うな文構造 を指導

目標 とす るかは 、 基本的には対象者 の 言語発達

の程度を考慮 して決め られ るが、よ り多 くの 語

を用 い た文を使用で きる方が、報告言語行動の

伝達機能を よ り豊か なもの にす るこ とがで きる 。

　先行研究 （山本 ， 1997） で は 、
コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン場面で の活用 を意 図して 、 他者が動作 し

て い る様子を示した静止画 ・動画 ・実際動作 に

関 し て 、「○○先生が△ △ （を） □□ して い る 」

と い う3語文表現 で報告する よ うに指導 した 。

さらにその 結果が 、未指導の 自己動作の 報告へ

の 般化 、 聞 き手の 注意を喚起す るため の 名前 を

呼びか ける反応の機能化 、 な らびに 日常的な場

面 へ の 般化 な どに つ い て 検討 した 。 さらに 、

Naoi　et　al．（2007）は、聞 き手 ・報告刺激 ・報

告距離 ・報告の た め の モ ダ リテ ィ な ど多様 なプ

ロ ーブ 条件 で の 評価 を実施 し 、 さら に 1 ヶ 月

後の維持デ
ー

タで の 肯定的 な結果 を示 すな ど 、

山本の 研究成果を さらに拡大した。 しか しなが

ら、 報告行動に関する研究はそ れ以外には少数

（例 えば、本 田 ・村 中，2010な ど）に留ま っ て

お り、研究の リプ リケーシ ョ ン も含め て、更な

る研 究が 必 要で ある と考え られ る。

　 と こ ろ で 、 発達心理学 の 領域 にお い て 、
コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン ・パ ー トナ
ー

に 自分 の 意図が伝

わ っ て い ない 状況 （コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・ブ レ

イ ク ダウ ン ；comm   ication−breakdown） にお い

て、子 ど もがそ れ を修復するた め の 試み （リペ

ア ；repair ）を行 うこ とが、言語 ・情緒的な発

達 に 重要で あ る こ とが示 され て い る （Brady，

Steeples，＆ Flemlng， 2005）。　Brady らは定型発

達や 障害の ある幼児の 言語発達の状 態を調べ る

た め に 、意図的 に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ・ブ レ イ

クダ ウ ン の 状況 を作 り、子 どもたちの リペ ア の

様子 を観察して い る 。 応用行動分析学 にお い て

も 、 要求言語行動を指導する際に、要求物を特

定す る とい う伝達機能 を評価 する ため に 、 聞 き

手が 要求され た対 象物 とは 異 なる 物 品 を渡す

「誤物品呈示手続 き」が導入 されて い る （例 えば 、

Yamamoto ＆ Mochizuki ， 1988）。 こ の 誤物 品呈

示手続 きも、意図的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・ブ

レ イ ク ダ ウ ン の ひ とつ で ある と考えられ る 。 ま

た 、 Cipani（1990） は 、 知 的障害 の ある 2名の

児童 を対象に 、 朝ご は ん 場面の 中で 、 離れ た場

所に後ろ向 きの 状態で い る他者 に向か っ て 必要

な不足物を要求するた め、接 近 して呼びか ける

あ る い は 袖 を引 っ 張 る ト レ
ー

ニ ン グ を実施 し

た 。 こ の 手続 きも、 他者 が 自分 に気 付か な い

（Nonacknowledgment ；Brady 　et　al ．，2005）場合

の リペ ア の 指導で ある と考 えられ る。

　報告行動 に関す る先行研究 （山本，1997）に

お い ては、報告行動の伝達機能 を確実 なもの と

する ため に、聞 き手の 注意を 自分に引 きつ ける

行動 （「聞 き手の 肩を叩 く」 「聞き手の 名前を呼

ぶ 」）の 指導を 実施 し て い る 。 しか し なが ら、

山本 の 研究 も含め て 、指導した報告言語行動に

関 して 、 意図的に コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・ブ レイ

クダ ウ ン の手続 きを導入 して 、 対象児が リペ ア

を示すか どうか に つ い て検討 した研究 は存在 し

て い ない 。

　以上 の こ とか ら 、 本研究で は、山本 （1997）

な らびに Naoi　et　al．（2007）で 示 され た報告言

語行動の 指導方法 と同様の 設定 を し、1 名の 自
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閉性ス ペ ク ラム障害児童を対象にその 効果を確

認する こ とを第
一の 目的 とした 。 それに加 えて 、

Naoi　et　al．（2007）で 示 され た維持デ
ー

タに つ

い て 、5 ヶ 月後の 測定を実施する こ とで、指導

効果の 維持に つ い て の 知見を拡大する こ と も検

討 した 。 さ らに 、 3語文で の 報告言語行動 の 指

導が達成 された後 に 、 聞 き手が対象児 に フ ィ
ー

ドバ ッ ク を返 さな い な どの 意図的な コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン ・ブ レ イク ダウ ン の 手続 きを導入 し、

対象児が リ ペ ア を示すか どうかを検討 した 。 そ

の こ とに よっ て、指導 した報告言語行動が伝達

機能を有 して い るか どうか を評価 し 、 報告言語

行動の 指導における コ ミュ ニ ケーシ ョ ン ・ブ レ

イク ダウ ン と リペ ア の 手続 きの 必要性 につ い て

検討する こ とを第二 の 目的と した 。

皿．方法

　 1．対象児

　広汎性発達障害
1，

と診断され た男児 （以下 A

児）1 名を対象 と した 。 市立 小学校の 自閉症 ・

情緒障害特別支援学級 の 1年次に在籍 し てお

り、研究開始時の 生活年齢は 7 歳 6 ヶ 月で あ っ

た 。 6歳 8 ヶ 月時に測定 された 田中ビ ネー知能

検査 V の 結果で は 、 IQ47 で あ っ た 。 また 、 7歳

7 ヶ 月時に実施 した LC ス ケ
ール にお ける各LC

年齢は 、 総合 は 3 歳 2 ヶ 月で、領域別で は、言

語表 出 2 歳 10 ヶ 月、言語理 解 3 歳 5 ヶ 月、 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 3 歳 4 ヶ 月で あっ た 。

　A 児 は 、 指導者 か らの 言語指示に対す る従事

は良好 であ っ た 。 着席行動 も 5分程度は維持可

能で あ っ たが、衝動的に立ち上が る こ とや机上

にあ る教材等に手を出す こ とが 時 々 あ っ た 。 好

み の 玩具で は繰 り返 し遊ぶ様子が見 られた 。 遊

び に従事 して い る時は まわ りを見る様子 は な く

注意が逸れ るこ とは ほ とん どなか っ た 。 動物や

昆虫 など に 強 い 興味を示 して お り、 動物や 昆虫

の 絵本 を声 に 出 しなが ら何度 も読む様子が見 ら

れた 。 絵本の 音読時に、他者の 顔 を見る様子が

数回観察 されて い た もの の 、他者の 反応の 有無

に関わ らず、す ぐに絵本に視線を戻 した 。 言語

的特徴 として は 、 要求は他者 に対 して 1 〜 2 語

文で で きて い たが、叙述的な発話は観察され な

か っ た 。 要求時は 、 他者 に接近 した り顔 を見た

りする様子が 見 られ た 。 問 い か けに 対 して は、

オウ ム 返 しになる こ とが多 く、適切 な応答がで

きなか っ た。耳に した言葉や音 などの 遅延性の

エ コ ラ リア が しば しば聞かれ るこ とが あっ た 。

　なお本研究に先立ち 、 保護者 に対 して 、 研究

内容 に関する説明 を口頭 と書面で行 い 、 口頭 な

らび に書面 に よ り研究参加に つ い て の 同意を得

た 。

　 2 ．セ ッ テ ィ ング

　B 大学の プレ イル ーム 内で 実施 した 。 A 児 と

聞 き手は対面 して着席 し、そ こか ら 2m ほ ど離

れた場所に モ ニ ターを設置 して 刺激 （動画）を

呈示 した 。 聞き手か ら刺激が直接見えない よ う

に、画面 と聞き手との 間に衝立 を設置 した （Fig．

1）。 A 児は画面 まで 歩い て 行 っ て呈示刺激を見

てか ら聞 き手の と こ ろへ 戻 り、 刺激 内容 を聞 き

手に報告する こ とが 求め られ た 。

 
2m

国○
　

　 　 　 　 　 　 衝 立

○

○
Fig．1　本研 究 で の 指導 セ ッ テ ィ ン グ

対 象児 （図 中の C＞ と聞 き手 （L＞は，机 をは さ ん で 向

か い 合 わせ に座 っ て い た．対象児 （C＞に対 して 聞 き手

（L） は 「見 て きて 教え て 」 と指示 を出 した．2メ
ー

ト
ル 離 れ た 場 所 に 動 画 刺 激 呈 示 用 の デ ィ ス プ レ イ が 設置

さ れ て お り，そ の 後 ろ に は 刺激呈示 を行 う補助指導者

（STI）が い た．対象児 （C） は、動画刺激呈示用 デ ィ ス

プ レ イの 前 まで 行 き，動画 を見た 後聞き手の 元まで 戻 っ

た．対象児が 逸脱 した 場合 に 対応す る た め に，もう一

人 の 補助指導者 （ST2 ） も待機 し て い た ．
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　 3．指導期間

　指導期間は、201X 年 10月〜201X ＋ 1年 4 月

で あ っ た 。

　 4．マ テ リア ル

　 3 語文 （主語 ＋ 目的語 ＋ 述語）が作成可能な

10秒間の 動画で あ っ た 。 トレーニ ン グ用 （1セ ッ

ト） と刺激般化用 （2 セ ッ ト） の 3 セ ッ ト （各

6 試行） を用意 した 。 トレ ーニ ン グ用 の 1 セ ッ

トと刺激般化用 の 1セ ッ ト目は 、 A 児の興 味関

心 を考慮し、動物 また は昆虫が登場する動画を

用 い た 。 刺激般化用 の 2 セ ッ ト目は、A 児 に

とっ て ニ ュ
ー トラ ル な動画 （電車やサ ッ カ ー等）

を用意 した 。 ベ ー
ス ライ ン、 トレ

ー
ニ ン グ、プ

ロ ーブ 1、 般化 プ ロ ーブ の 対人般化 、 注意喚起

条件 、 そ して維持 プ ロ ーブの プ ロ ーブ 2 と注意

喚起 プ ロ
ーブで は、 トレ ーニ ン グ用の 刺激セ ッ

トを用 い た 。 般化プ ロ
ーブの 刺激 内容般化 1 と

距離般化で は、刺激般化 1 の 刺激セ ッ トを用 い

た 。 刺激般化 2 の 刺激 セ ッ トは、維持プ ロ
ー

ブ

に お ける 刺激内容般化 2 に お い て の み 用 い た。

本研 究で 使用 した刺激 をTable 　1に 示す 。 なお 、

刺激般化用 の刺激 セ ッ トで示され て い る 3語文

は、正 反応例 と して 指導者側が考えた もの であ

り、 こ れ以 外の 反応 で あ っ て も、3 語文 に該当

する場合に は正反応 とした もの もあ っ た 。 具体

的に は手続 きの 正反応の 定義 と結果の 項 目で 示

した。

　 5．手続 き

　（1）プレテ ス ト ：A 児 の 2語文 に よる報告行

動を 評価す るた め に、2 語文が 構成で きる動画

を 6種類用 い て 、 報告行動に 関す る評価 を行 っ

た 。 6 試行 1 ブ ロ ッ ク と し 、 2 ブ ロ ッ ク 実施 し

Table　1　本研究で使用 した マ テ リ ア ル の刺激内容 （動画内容を 3語文で表現した もの）

刺激 セ ッ ト名 動画 を 3 語文で 表現 した 内容

ト レ
ー

ニ ン グ

リス が どん ぐりを食べ て い る （般化）
判

サ ル が お 皿を洗 っ て い る

イ ヌ が水 を飲 んで い る （般化）

プ レ ーリードッ グが穴 に もぐっ て い る

クマ が 木に登 っ て い る （般化）

ア リが餌 を運 ん で い る

朿瞳激珂殳イ匕 1

リ ス が い ち ご を食べ て い る

サ ル が お風呂に は い っ て い る

馬が 水 を飲 ん で い る

ウ サ ギ が穴 に も ぐっ て い る

ネ コ が 木に 登 っ て い る

ア リが葉 っ ぱ を運 ん で い る

刺激般 化 2

お 母 さん が 料 理 を して い る

電 車が線 路 を走 っ て い る

男の 人 （た ち）が サ ッ カーを して い る

男 の 人 が プー
ル で 泳 い で い る

女 の 子 が傘 を さ して い る

子 ども （た ち）が 玉入 れ をして い る

＊ 1：刺激セ ッ ト「トレーニ ン グ」の うち，（般化）と記述 されて い る刺激

　　は，トレ
ー

ニ ン グ 1 と H にお け る般化試行で 呈示 され た刺激
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自閉症 ス ペ ク トラ ム 障害児 に お ける 3 語文で の 報告指導 と伝達機能の 評価

た 。 具体的な手順 は 、 使用 した動画刺激以外は、

以下の ベ ース ライ ン と同様で あ っ た 。

　（2）ベ ース ライン ：対面 して い る A 児 に対 し

て 、 聞 き手は動画が設置され て い る 方向を指 さ

し、 「見 て きて 教 えて 」 と指示 を した。A 児は

そ の 指示 に従 い 、動画設置場所 まで 移動 し 、 動

画を見てか ら、聞き手の 場所 まで戻 っ て くるこ

とが求め られた 。 A 児が 聞 き手の い る場所まで

戻 っ て きた後 、 聞き手に対 して 自発的 に報告し

な い 場合 （無反応の 場合） は 「何 を見た の 」 と

質問を した 。 A 児の 報告に対し て は 、 どの よ う

な反応に対 して も、聞き手は 「そ うなん だ」 と

い うニ ュ
ー トラ ル な言語フ ィ

ー
ドバ ッ クを実施

した 。

　 （3） トレ
ーニ ン グ ： トレ

ーニ ン グ は 、 トレー

ニ ン グ用刺激セ ッ トを用 い て 3 つ の 異なる条件

で 実施 した 。 なお 、 ト レーニ ン グ 1 とllにお い

て は、 トレ ーニ ン グ刺激 セ ッ ト6刺激 の うち 、

3刺激 を トレ
ー

ニ ン グ試行、残 りの 3刺激 を般

化試行で 使用 した 。 手続 きの 詳細は以 下 の 通 り

で あ っ た 。

　  トレーニ ン グ 1 ： 6 試行中 3試行を ト レー

ニ ン グ試行 とした 。 トレ ーニ ン グ試行で は、聞

き手 に対す る報告が正反応 で あ っ た場合 は、「あ

りが とう」 と言 っ て ハ イ タ ッ チをした 。 誤反応

ある い は無反応だ っ た場合 に、聞き手 へ の報告

時に別の 指導者が音声モ デ ル を呈示するプ ロ ン

プ ト手続 きを実施 した 。 6 試行中残 りの 3 試行

は般化試行 と した 。 般化試行で は 、
い か なる報

告で あ っ て も、 聞 き手は 「そ うなん だ」と い う

ニ ュ
ー トラ ル なフ ィ

ー ドバ ッ ク を実施 した 。

　  ト レーニ ン グ ll：基本 的な手続 きは 、 トレー

ニ ン グ 1 と同様で あ っ た 。 ただ し、 トレーニ ン

グ試行にお い て は、動画呈示 中に別 の 指導者が

音声モ デ ル を呈示する条件で実施した 。

　  トレ ーニ ン グ皿 ：全 6 試行 にお い て 、 6 つ

の トレーニ ン グ刺激 に対 して 、 呈示動画の 前で

聞 き手に よ る 叙述 の 集中訓練 を行っ た 。 正 反応

の 場合 に は 、 「正 解」 と言 っ て ハ イ タ ッ チ を行 っ

た 。 誤反応の 場合、主語 ・目的語 ・述語の 中で 、

記述 されて い ない 箇所に 関連する動画部分 （例

えば、主語 が抜けて い る場合 には 、 主語 に該 当

する動画部分）を指さ しする プロ ンプ トを実施

した 。 さらに音声 モ デル も呈 示 した 。

　（4）プ ロ
ーブ 1 ：ベ ース ラ イ ン と同条件 で実

施 した 。

　（5）般化プ ロ
ー

ブ ：指導され た 3 語文 を用 い

た報告 に関 して 、 以下の 3 条件で般化プ ロ
ー

ブ

を実施 した 。 特別 な記述がない 部分 につ い て は 、

ベ ース ライ ン と同条件で実施した 。

　  対人般化プ ロ
ー

ブ ：聞 き手とは別の 指導者

2 名、 な らび に A 児の 母親を聞き手として 実施

した 。

　  刺激 内容般化 プ ロ
ーブ ll 動物 または昆虫

に関す る新 し い 動画（刺激般化 1 の刺激セ ッ ト）

を刺激 として実施 した 。

　  距離般化プ ロ
ーブ ：聞 き手と動画呈示位置

の 聞を 5m ほ ど離 して実施 した 。

　（6）注意喚起条件 ：6 試行中 3試行に対して、

聞 き手が報告に気が付 かない 振 りをす る条件を

導入 した 。 具体的 には 、 プ レ イル ーム 内の 隅や

壁際 にて 、 後ろ向 きに起立ある い は着席 した状

態で、書い た り読ん だ りする 振 りをしなが ら待

機した 。

　 （7）維持プ ロ
ー

ブ ：注意喚起条件を実施 した

5 ヶ 月後 に 、 指導効果の 維持を評価するた め の 、

維持 プ ロ ーブを実施 した 。 手続 きの 詳細 は以下

の 通 りで あ っ た 。 特別 な記述がない 部分 は 、
ベ ー

ス ラ イ ン と同条件で 実施 した 。

　  プ ロ
ー

ブ 2 ； プ ロ
ー

ブ 1 と同条件で実施 し

た 。

　  注意喚起 プ ロ
ー

ブ ：注意喚起条件 と同条件

で 実施 した 。

　  刺激内容般化 プ ロ ーブ 2 ：新規 な動画刺激

（刺激般化 2 の 刺激セ ッ ト） を用 い て実施 した 。

た だ し、これ まで用 い て きた対象児の 興味関心

の 高 い 動物 ・昆虫以外 の 刺激で実施 した 。 こ の

プ ロ ーブ は 、 A 児 が 獲得 した 3 語文 の 表 現が 、

本研究で 使用 した動画刺激に 類似 した もの に 限

定さ れ るか ど うか を評価す るた め に 実施 さ れ

た 。 使用する刺激以外 の 条件は、ベ ース ライ ン

条件 と同様であ っ た 。
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河南　佐和呼 ・野呂　文行

　 6．正 反応率の定義

　 「主語 ＋ 目的語 ＋ 述 語」 とい う3 つ の 要素 を

含ん だ形式か つ 、主語か ら始 まる語順で表現 し

て い る もの を、3 語文に よる正反応 と定義 した。

2要素 （例えば主語 と述語）しか含 まれ て い な

い 場合 は誤答 と した 。 た だ し、主語や 目的語 の

後 に くる助詞 （「を」 など）に つ い て は正誤の

対象 としな か っ た ， 正 反応 率は、「1 ブ ロ ッ ク

（6試行）中の 正反応数 ÷ 6× 100」 の 式 に よっ て

算出 した 。

　 7．データの収集方法な らびに信頼性の算出

　指導中の A 児な らび に指導者 の様子 はすべ て

ビデ オカ メ ラ で 撮影 された 。 その 映像 に基づ い

て 、A 児 の反応 は分析 され た 。 デ
ー

タ の 信頼性

は 、観察者間の
一

致率に よ り求め られた 。 全 ブ

ロ ッ ク の 30％ に該当する デ ータ に つ い て 、ベ ー

ス ライ ン 、 トレ
ー

ニ ン グ、プ ロ
ー

ブ 1、対人般

化プ ロ
ー

ブ、注 意喚起条件 、 プ ロ ーブ 2 か らそ

れぞれ 1 ブ ロ ッ ク をラ ン ダム に抽出 し、 研究 と

は直接 関係 の ない 記録者が 、 実際の記録者 とは

独立 して ビデ オ観察を行 っ た 。 観察者間
一
致率

は、一
致した反応数を観察対象 とな っ た全試行

数 で 除 した数 に 、 100 をか けた 百分率で 算 出 さ

れた。 その結果、 算出された一
致率は 97．2％で

あ っ た 。

皿．結果

　 1．3 語文で の報告行動の形成に つ い て

　 3語文で の 報告の 正 反応率の 推移をFig．2に

示 した 。
ベ ース ラ イン実施前の プ レ テ ス トで は 、

A 児 は 2語文 （主語 ＋ 述語）に よる報告が可能

で あ っ た 。 そ の 後、「主語 ＋ 目的語 ＋ 述語」 の

3 語文が構成可 能 な要素を含ん だ動画刺激 を用

い て 、
ベ ース ラ イン条件 を実施 した 。 3 語文 に

よる報告 に 関す る正反応率 は 、 1 、 2 ブ ロ ッ ク

ともに 0％ で あっ た。すべ て の 試行に お い て、

対象児 は 「リス 食 べ て る」、 「クマ 登 っ て る」の

よ うに 2 語文に よ る報告 を示 した 。

　 ト レ ーニ ン グ 1 と llで は、1 ブ ロ ッ ク全 6 試

行の うち 3 試行を トレ ーニ ン グ試行 、 残 りの 3

試行 を般化試行 とした 。 2 つ の トレ ーニ ン グ条

件の結果 、 トレ
ーニ ン グ試行 ならびに般化試行

は共に正 反応率が 0％であ っ た 。 両条件 ともに 、

音声モ デ ル をプ ロ ン プ ト刺激 と して 呈 示す る 必
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　　　　　　　　　Fig．2　3 語文による報告言語行動の 正反応率

注 1）　 トレーニ ン グ 1 ： 6試行中 3試行をトレ ーニ ン グ試行 と し，聞き手へ の 報告時 に プ ロ ン プ

ト手続 きを実施．残 り3 試行 は般化試行 と して ベ ー
ス ラ イ ン と同 条件で実施 　トレーニ ン グ 皿 ：

6 試行中 3 試行 を ト レ
ー

ニ ン グ 試 行 と し，動 画 呈 示 時 に プ ロ ン プ ト手続 きを実施．残 り3 試行 は

般化試行 と してベ ー
ス ラ イ ン と同条件 で実施．トレ

ー
ニ ン グ 皿 ：全試行 を トレ

ー
ニ ン グ試行と し，

呈 示 動 画 の 前で 聞 き手 に よ る 叙述の 集中訓練 を 実施 ．
注 2）　 △ 三トレ ーニ ン グ試行，○＝＝刺激内容般化 に お け る 適切な要素 に よ る 3 語文の 正 反 応 率
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自閉症 ス ペ ク トラ ム 障害児にお け る 3 語文で の 報告指導と伝達機能の 評価

要が あっ た 。 そ の ため、 トレ
ー

ニ ン グ皿の 条件

が導入された 。 トレ ーニ ン グ m で は 、 トレーニ

ン グ試行 と般化試行 に分けずに全 6 試行 に つ い

て直接指導が実施され た 。 また、報告場面で は

な く、動画視聴場所にお い て 、聞き手が 音声モ

デル を呈示 する方法で 指導を実施 した 。 その 結

果 、 こ の 条件 における第 1 ブ ロ ッ ク （全体 で は

第 5 ブ ロ ッ ク）で は 16．7％の正反応率で あ っ た

が 、 第 2 ブ ロ ッ ク で 66．7％ 、 第 3 ブ ロ ッ ク で

100％の 正反応率 を記録 した 。 第 4 ブロ ッ ク （全

体 の 第 8 ブ ロ ッ ク）で は、1試行の み 2語文で

の 叙述 となっ た。そ の ため に、83．3％ と正 反応

率が 低下 したが 、2 ブ ロ ッ ク連続で 80％ 以 上 の

正反応率を記録 した た め 、 プ ロ ーブ条件 へ と移

行 した 。

　プ ロ
ー

ブ 1条件で は、ベ ー
ス ラ イ ン条件と同

様の 手続 きで あっ た 。 こ の 条件で は、正反応率

は 100％で あ っ た 。 プ ロ
ーブ 1条件 で は A 児 は

特徴 的 な反 応 を示 した 。 A 児 はプ レ テ ス トや

ベ ース ライ ン 条件の 時点か ら、聞き手へ の 報告

と は別 に、動画 を視聴 した直後にそ の 内容 を叙

述す る様子 を示 して い た 。
つ まり、 動画視聴時

に叙述した後 、 聞 き手の 所へ と移動 して 報告を

して い た 。 プ n 一ブ 1条件にお い て も同様の 叙

述が見られ たが 、 その 際に動画呈示者で ある補

助指導者 （STI）の 顔をの ぞ き込ん だ り、衝立

で 見 えない 聞 き手の 方 をの ぞ き込ん だ りする行

動が 、 2 ブ ロ ッ ク 12試行 中 7 試行に お い て 観察

された 。

　般化 プ ロ
ーブで は、 トレーニ ン グな らび に プ

ロ
ーブ 1 とは、異 なる条件 （対人 ・刺激 ・距離）

で の 般化が測定された が、い ずれ の条件に お い

て も、3 語文 に よ る報告が 100％ の 正 反応 率で

示された。刺激般化 1 の 刺激 セ ッ トを用い て 実

施 された刺激般化プ ロ ーブ で は 、 6 刺激中 4 刺

激 に つ い て 、 指導者が想定 した表現で 3語文が

表出され た 。 残 りの 2刺激 は 、 「ウサ ギが 穴 に

も ぐっ て い る 」、「ア リが 葉 っ ぱを運ん で い る」

とい う表現を指導者が想定 した の に対 して 、A

児はそれ ぞれ 「ア リが餌 を食べ て い る」、 「ア リ

が葉 っ ぱ を食べ て い る」と表現 した 。

　続 い て 、注意喚起条件が実施 された 。 注意喚

起条件 で は 3語文 で の 報告 は 、 100％ の 正 反応

率で あ っ た 。 注意喚起の ための リペ ア につ い て

は、報告の 伝達機能の 項目にお い て後述する 。

　さ らに、5 ヶ 月後の トレ ーニ ン グ効果の 維持

を評価す るた め に 、 維持プ ロ ーブ を実施 した 。

維持 プ ロ ーブ は 、 プ ロ ーブ 1 条件 と同条件で 実

施 されたプロ
ーブ 2 と注意喚起 プ ロ

ーブが実施

され 、 い ずれ も 3 語 文 で の 報告 に つ い て は 、

100％の 正反応 を示 した。

　 2．報告の伝達機能に関する評価

　本研究で指導した報告に 関して、そ の 伝達機

能を評価するた め に、注意喚起条件な らびに維

持 プ ロ ーブにお ける注意喚起プ ロ ーブ を実施し

た 。 その 結果 、 注意喚起 条件 2 ブ ロ ッ ク （6 試

行）と維持プ ロ
ー

ブ で の 注意喚起 プ ロ
ー

ブ 1ブ

ロ ッ ク （3 試行）の うち、全 9 試行にお い て 注

意喚起行動が生起 した 。 生起 した注意喚起行動

は、「手 を差 し出す」、「手 を握 る」、「顔 を覗 き

込む」、「身体を触る」の 4種類で あっ た （Table

2）。 また、複数の注意喚起行動が 同時に生起 し

た 試行は 、 9試行中 5 試行で あ っ た 。 「手を 差

し出す」は最初の 試行で の み生 じたが 、 他の 3

つ の 反応 は 9 試 行中 、 4 試行 、 4 試行 、 5 試行

と安定的に出現 して い た 。

　 3．多様な刺激に対する般化の 評価

　 5 か 月後に実 施した刺激内容般化 2 で は 、 A

児 の 興味関心 とは無関係か つ 3語 文で 叙述可能

な刺激 を新 た に用意 した 。 その 結果に つ い て 、

Table　3に示 した 。 「お母 さん が料 理 して る」の

よ うに正 しい 表現の 3語文の 報告が見 られ た一

方で、「サ ッ カ ーが ボ ール をや っ て い る」、「雨

が傘を さ し て い る」 とい っ た ように、強引に 3

語文で 報告する様子が 観察 され た 。 そ の た め 、

全 12試行 にお い て 3語文の 形式に よ る 報告は観

察 された もの の 、 文法的に適切 だ っ た試行 は 6

試行中 1試行しか見 られ なか っ た （Fig．2参照）。

N ．考察

　本研究で は 、 知的障害の ある自閉症ス ペ ク ト

ラ ム 障害の 児童 1名 を対象 に、3語文 に よる報
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Table　2　注意喚起行動 の 生起状 況

条件 試行　　　手を握 る 顔を覗き込む　 　身体を触 る 　 　手を差し出す

注 意 喚起

　条件

　 　 　 　 　 1

1 ブ ロ ッ ク　　 2

　 　 　 　 　 3 ○

○

○

○

○

　 　 　 　 　 1

2 ブ ロ ッ ク　　 2

　 　 　 　 　 3

○

○

○

○

○

注 意 喚起

プ ロ ーブ

123

○

○

○

○

合計 4 4 5 ユ

Table　3 刺激内容般化プ ロ ーブ （刺激般化 2 の 刺激 セ ッ ト）に おける報告内容

想定 さ れ た 報告内 容 実際 の 報 告 内 容

お 母さ ん が 料理を して い る

電 車 が線 路 を走 っ て い る

男 の 人 （た ち）がサ ッ カ
ー

をしてい る

男の 人が プー
ル で 泳 い で い る

女 の 子 が 傘 を さ して い る

子 ども （た ち）が 玉入れ を して い る

お母さん が料理 して る

電 車 が 常 磐線 に乗 っ て る

サ ッ カ
ー

が ボ
ー

ル をや っ て る

プー
ル が水 を泳い で い る

雨 が 傘 を さ して い る

玉 が 毛糸をや っ て い る

告言語行 動の 指導を実施 した 。そ の 結果、3 語

文で の 報告行動の 成立 が示され 、聞き手・刺激 ・

距離に 関する プ ロ ーブ に おい て も般化が示 され

た 。 さらに、5 ヶ 月後の 段 階で も指導効果が維

持され て い る こ とが示 された 。 こ れ らの 結果か

ら本研究 は 、 先行研究 （Naoi　et　a1．， 2007；山本，

1997） の 手続 きの 効果 を確認する と と もに、そ

の 結果を
一

部拡大する こ とが 可能で あっ た とい

える 。

　さ らに、指導 した報告言語行動 の伝達機 能を

評価する ため に、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・ブレ イ

ク ダウ ン （Brady　et　al．， 2005）の 手続きを用 い

た 。 その 結果 、 対象児 は 「聞 き手の 手を握る」

「聞 き手 の 顔 をの ぞ き込む」 な ど 4 種類 の 非言

語的 な リペ ァ を示した 。 こ の リ ペ ア は、聞 き手

が報告に対する フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 うまで 続 い

た 。 こ の こ とか ら、本研 究 の 対象児が示 した 3

語文に よる報告言語行動が 、聞き手へ の 情報伝

達 と い う機能を有 して い た こ とが 明 らか に な っ

た 。 さらに対象児は 、 プ ロ ーブ 1条件にお い て 、

動画刺激 を叙述する ときに 、 聞 き手な らび にそ

れ 以外の 指導者 （動画呈示者） と注意 を共有 し

よ うとする行動 を示 した。こ の こ とは、本研 究

の 指導の 過程にお い て、対象児の 報告行動を集

中的に強化す る こ と に よ り、 対象児の 他者へ の

伝達行動 をよ り促す こ とにな っ た可能性を示唆

して い る 。

　 1．3 語文による報告言語行動の指導手続き

　本研究の対象児は、ベ ース ラ イン の 前 の プ レ

テ ス トに お い て、2 語文 に よる 報告 が 可能 で
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あ っ た 。 また ベ ース ラ イン にお ける反応 もすべ

て 2語 文 に よ る 報告 で あ っ た 。 こ れ は 山本

（1997）の 実験 1 の 対象児 と同様 の 状態で あ っ

た とい える 。 本研究の 指導で は 、 報告場面で の

音声 モ デ ル 呈示 （トレーニ ン グ 1）な らびに動

画視 聴場面で の 聞 き手以外の 指導者によ る音声

モ デ ル 呈示 （トレーニ ン グ 皿）で は、3語文で

の報告は成立 しなか っ た 。 3語文で の 報告 が成

立 するため には、動画視聴場面にお い て聞 き手

が 3 語 文 の 叙述 を直接指導する 必要が あ っ た

（トレ ーニ ン グ 1皿）。 聞き手に 対する叙述が動画

視聴場面で 成立す るこ とで 、 ス ム ーズに報告場

面で の 3 語文表出が可能 とな っ た。 本研究で は 、

Naoi　et 　al ，（2007）の よ うに、報告時の 聞き手

に よる音声プロ ン プ トだけで は形成 され なか っ

たが 、 山本 （1997）の よ うに 全て の 要素に書字

反応 を求め る必要はなか っ た 。

　以 下で は、 トレ
ーニ ン グ 皿が 有効で あ っ た理

由につ い て 考察す る 。 た だ し、 トレーニ ン グ 1 ・

1 は半数の試行の み しか トレ ーニ ン グをして い

な い こ と、 また各 1セ ッ シ ョ ン しか実施 して い

ない こ とか ら、 トレーニ ン グ 1 ・n の 効果と直

接的な比較はで きない 。 しか し、 トレーニ ン グ

皿 の 指導内容にお い て 有効で あ っ た と考 えられ

た点 も存在す る ， 本研究の 対象児の 場合 、 3 語

文で の 報告行動が成立 する ため に は 、 動画刺激

か ら 3語文の それぞれの 文要素が該 当す る要素

を抽 出する こ と （例 えば、「主語 ＝ サル 」 「目的

語 ＝お 皿 」「述 語 ＝洗 っ て い る」 とい う関係）

が 必 要で あ っ た と考え られ る 。 した が っ て 、音

声モ デル を呈 示するだ けで な く、モ デ ル呈示時

に その 文要素 に 該当す る動画要素 を指 さ しする

な どの プ ロ ン プ トを呈示 した こ とが有効で あ っ

た と考え られ た 。 先行研究 で は、こ の ような プ

ロ ン プ トの 必要性 には言及 されて い なか っ た 。

山本 （1997）で は、動画刺激 を用 い る前に、静

止 画条件に お い て あ らか じめ 3語文で の 表出 ト

レ ーニ ン グ を実施して い た こ とか ら、本研究の

ような特別なプ ロ ン プ ト方法 を必 要 と しなか っ

た可能性がある 。

　 2．伝達機能の検討

　本研究にお い て は 、 聞き手 の 注意喚起の ため

の 行動 を特 別 に 指導する こ と な く、
コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン ・ブレイク ダウ ン を実施す るこ とで、

対象児が リベ アす る ことが確認で きた 。 今後は 、

報告言語行動の 指導 をする際に は 、 その 伝達機

能を評価 するために 、 本研究 で実施 した ような

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・ブ レイク ダ ウ ン
ー

リペ ア

と い う手続 きを実施する こ とが望 ましい と考え

られ る 。

　それで は本研 究で 示 され た他者の 注意喚起行

動は 、 指導を通 じて獲得され た もの であろ うか 。

リペ ア と して 対象 児が示 した の は 、 「聞 き手の

手 を握 る」「顔 をの ぞ き込 む」 な どの 4 つ の 反

応で あ っ た 。 リペ ァ とし て特定 の 反応型が存在

した とい うよ りも、聞き手 の 注意喚起 とい う機

能を有す る反応ク ラ ス に属する様 々 な行動が生

起 した と考え られた 。 その 点で 、 先行研究に お

い て特別に指導され た 「肩をたた く」行動 よ り

も、 自然 な行動で あ っ た と考えられ る 。 お そ ら

く、 こ れ らの 行動は 、 本研 究にお ける指導を通

じ て獲得 され た もの で はな く、日常の コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン の 場面に お い て、対象児が他者の 注

意喚起 をす る際 に用 い られ て い る行動が、その

ままリペ ア と して 生起 した と考 えられ る 。 事 前

の 行動観察で は 、絵本音読時に他者 を見 る 行動

が観察され て い た 。 そ の よ うな他者に関心 を向

ける行動が 、 明確に伝達する こ とを求め られ た

際に、リペ ア で見 られた反応 に繋が っ た と考 え

られる 。 注意喚起 として示 された 4 つ の 反応 は 、

い ずれ も不適切な行動で は ない ため 、 本研究で

は特別 に リペ ア を指導する こ と は しな か っ た 。

注意喚起行動として不適切 な行動 が生起 して し

ま うよ うな対象児の 場合には、先行研 究 と同様

に 、 適切 な反応型 を積極的に指導する必要性も

ある と考えられ る 。

　 また本研究 の 対象児は、他者 と注意 を共有す

る ため の 行動 を、意図的に コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・

ブ レイ クダ ウ ン を導入 した 条件の み で はな く他

の 条件にお い て も示 して い た 。 こ の 場合の 注意

共有行動は 、 い ずれ も動画視聴時 に生起 して い
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た 。 対象児 は 、
ベ ース ライ ン 条件 の ときよ り、

動画視聴時 に必ず
一

度、そ の 内容を叙述 して か

ら、聞き手の とこ ろ まで 移動 して きて 報告を し

て い た 。 対象児 は 、
ベ ース ラ イン条件 で は叙述

をす る の みで あ っ たが、プ ロ
ーブ 1条件で は叙

述す る際 に 、 聞き手以外の 指導者 （例 えば、動

画呈示者）や少 し距離の 離 れた 聞 き手に対 して 、

視線 を合 わせ ようとす るな どの 注意の 共有 を意

図 した行動を示 すよ うに な っ て い た 。

　 こ れ は、以 下 の よ うに考える こ とが で きる 。

ベ ー
ス ラ イ ン条件で の叙述 は、動画内容 を確認

す るため の 観察反応 （observation 　response ） と

して機能 して い た可能性 が ある 。 そ の
一

方で 、

プ ロ
ーブ 1で は単な る観察反応で はな く、他者

へ の 伝達機能を有 し て い た可 能性が あ る 。 プ

ロ ーブ 1 で 示 された注意共有行動 は、指導者 が

意 図的に機会を設定 した もの で はな く、すべ て

対象児の 自発的 な行動で あ っ た 。 こ の ような動

画視聴時の 叙述が伝達機能を有するよ うに な っ

た ひ とつ の 可能性 は 、 動画視聴 に関する報告言

語行動を、本研究の 指導の 中で 短期間に集中的

に強化 した こ とに よ る と考 えられる 。 報告 に対

する強化 を繰 り返す こ とで 、 指導者が意図 した

報告言語 では ない 言語反応 （叙述）や 聞き手 （動

画呈示者）な どに関す る伝達の 動機づ けが 高め

られ た と考え られ た 。 こ の こ と は、プ ロ ーブ 1

の 後 に実施 され た般化プ U 一ブ （新規な聞き手 ・

新規 な動 画）にお い て も、未指導で 報告が成立

して い る点か らも裏付 け られる と考 えられる 。

　 3．今後の課題

　最後に本研究の 課題を述べ る 。 第
一

に、本研

究の 刺激内容般化プ ロ
ー

ブ の 結果か ら、対象児

は 3 語文 の 型 （主語 ＋ 目的語 ＋ 述語）は習得 し

たが 、 トレーニ ン グ刺激か ら刺激内容を大 き く

変 えた場合、適切 な表現で報告する こ とはで き

て い なか っ た 。
こ の こ とか ら、主語や 目的語と

い っ た語の カ テ ゴ リーが まだ十分に理解で きて

い ない 可能性が あるこ とが考 え られた 。

一
般的

に 3語句の 産 出 は、 24〜 30ヶ 月の 間に発 現が

見 られ るが 、発話の 半数以 上が 2語句に なっ た

時 に起こ る と され る （Buckley ， 2003）。　A 児の

LC 年齢 は、総合で 3歳 2 ヶ 月、言語表出で は

2 歳 10 ヶ 月で あ り、言語 発達年齢 と して は産

出可能だ と考えられ た 。 しか し、 日常 に お ける

多 くの 発話 は 2 語句 （2 語文）以下で あ っ たた

め、3語文 を獲得で きる段 階で は なか っ た と推

察され る 。 そ の ため 、構文の 十分 な理 解に至 ら

なか っ た可能性があ る 。 トレーニ ン グ 皿 で 実施

した文要素 と動画要素を結びつ ける指導を、般

化刺激 も含め て 多様な刺激で系統的に トレーニ

ン グ を実施す る こ とで 構文の 理解それ 自体が促

進 され るか どうか を検討す る こ とが必要で あ る

（例 えば Mackay ＆ Fields，2009 ；Yamamoto ＆

Miya ， 1999）。

　第二 の 課 題 と し て は、本研究は 、先 行研 究

（Naoi 　et・al
，
．2007 ；山本 ，

1997）を参考に 、 指

導者の 教示に基づ い て、対象児 に報告 を促す指

導 セ ッ テ ィ ン グを用 い て い る 。 こ の 指導 セ ッ

テ ィ ン グは、指導室の よ うな 限定され た場面で、

よ り多 くの 報告行動を促 しそれ を強化する こ と

がで きる 。 その
一

方で 、 指導者の 教示がなけれ

ば、対象児の 報告行動が 生起 しな い た め に 、自

発 的 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に つ なが らない 可能性

も存 在 し て い る 。 先 行研 究 （山本 ， 1997の 研

究 1皿）は、こ の 点に つ い て検討するた め に、指

導者教示型の 手続 きを実施 した後 で 、 よ り自然

な場面 （教室 の 休み 時間）で の 機会利用型指導

法 （incidental　teaching ；出口
・山本，1985）設

定 に お け る 報告 が 可能か ど うか を評価 して い

る 。 その 結果 、 聞 き手か ら距離が ある ときに 、

聞き手へ と対象児が 自発的 に接近するか どうか

が 課題 と され て い た 。 同様の 結果は、Cipani

（1990）で も示 され て い た 。 本研究に お い て は、

い くつ かの 般化 プ ロ ーブ の 測定 は実施 した が 、

い ずれも指導者 の 指示 の 元で生起する報告行動

で あ っ た 。 よ り自然 な場面で の 報告行動 を促進

するため の 検討は今後 の 課題 と考えられ る 。

註

1）対 象 児 に 対 す る 診 断 名 は DSM −IV−TR

　 （Diagnostic 　and 　Statistical　Manual 　ofMental

　 Disorders，4th　edition 　text　revision ，　American
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自閉症ス ペ ク トラ ム 障害児 に お け る 3語文で の 報告指導 と伝達機能の 評価

Psychiatric　Association，
2000）に従っ て つ けられ

たもの で ある。本研究 で は、DSM −V （APA ，2013）

の 診断基準の 註釈に従 っ て 、DSM −IVで広汎性

発達障害と診断され た もの は 、自閉症ス ペ ク ト

ラ ム 障害と して診断さ れ るべ きで あ る とい う記

述 に沿 っ て、本研 究 の 対象児 を自閉症ス ペ ク ト

ラ ム 障害と して扱うこ ととする。
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[Eraining and  Eyaluation  for "Reporting"with  Three-word Utterances

           in a  Student  with  Autism  Spectrum Disorder

Sawako KAWAMINAMI'  and  Fumiyuki  NORO"

  The  present study  examined  procedures of  teaching functional "reporting"

 with  three-word

utterances  to a  boy  with autism  spectrum  disorder,Following an  instruction from  the listener,the boy

was  required  to walk  to see  the display monitor,observe  a  video  picture,walk back,and report  it.After

he was  able  to report  what  he saw  with  three-word  utterances,generalization  probes across

persons,stimuli,and senings  were  assessed.In  addition,for  the purpose ef  evaluating  communication

functions of  his reporting,we  designed to provide opportunities  to repair  cornmunication  breakdowns

by introducing 
"Nonacknowledgment"conditions.Five

 months  later,we re-exarnined  the effect  ofthese

training.The result  indicated that he was  able  to report  what  he saw  with  three-word  utterances  in

generalization and  maintenance  probes,and he also showed  spontaneously  attention-getting  behaviors

to the listener during attention-getting  conditiens.Moreover,we  found that he tried to look other  trainer

to share  his attention  without  training.We djscussed the effectiveness  of  training procedures  to

facilitate reporting  as  functional communication  skills.

Key  words:  autism  spectrum  disorcler, reponing,  attention-getting  behavior, cemmunicatien  function
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